
※寄稿時の所属、お子様の年齢を記載しております。

保育先確保が困難となっている学生等を対象に

学生対象 一時保育等利用料補助 を実施。

●利用対象者

・育児中、かつ配偶者が就労・就学により、本サービスを利用しないと学修・

研究が困難な状況にある本学在籍の学部、大学院（修士課程・博士後期課程・

専門職学位課程）の正規学生

※科目等履修生含む。

●対象となるサービス

・対象となる子どもの一時保育

・通常保育場所の利用時間外(夜間・休日、病児・病後児保育)での

ベビーシッターによる家庭内保育等

●支援金額と利用限度

・1日の利用につき、10,000円を補助。

・子ども1人あたり、年度につき原則55,000円を上限。

●利用者の成果事例

◆日本学術振興会特別研究員（PD）採用

◆スミセイ（住友生命）女性研究者奨励賞受賞

◆公募による研究支援基金からの研究助成の受賞

◆本学 ・他大学非常勤講師に採用

◆一橋ジャーナルへの論文掲載

◆学会誌への論文掲載

◆学会での論文発表

◆学会報告 等
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